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むつ市下水処理場施設台帳管理システム導入業務委託プロポーザル実施要領 
 
第１ 業務の概要 

（１）業務名称 
むつ市下水処理場施設台帳管理システム導入業務委託 

（２）業務目的及び内容 
別紙「下水処理場施設台帳管理システム導入業務委託仕様書」（以下「仕様書」という。）

のとおり 
（３）履行期間 

契約の締結日から令和９年３月１９日まで 
（４）契約上限額 

金１３，０００千円（消費税及び地方消費税を含む。） 
上記金額はクラウド方式による施設設備管理システムに必要なシステム構築に係る全

ての費用を含むものとする。 
なお、次年度以降のサービスの費用や保守費用等に係る費用は含まない。 
 

第２ 参加者の資格要件 
（１）本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件をすべて満たす事業者とする。 

なお、参加形態は事業者単独とし、ＪＶでの参加は認めない。 
ア 地方自治法施行令（昭和 22 年政第 16 号）第 167 条の 4 の規定に該当していないこと。 
イ 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続開始の申立又は民事再生法

（平成 11 年法律第 225 号）に基づく民事再生手続開始の申立がなされている者（更生

手続開始又は民事再生手続開始の決定を受けた後、競争入札参加資格の再認定を受け

た者を除く。）でないこと。 
ウ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第 2 条第 6

号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）でないこと。また、法人において

は、その役員が暴力団員でないこと。 
エ むつ市指名競争入札参加有資格者名簿に登載されている者であること。 
オ 本件にかかる公告日から優先交渉権者決定までの間に、「むつ市指名競争入札参加資

格者指名停止要項」に基づく指名停止処分を受けていない者であること。 
カ 直近２年間の国税および地方税に滞納がないこと。 
キ 告示日現在において、下水道事業体に対しクラウド方式又はオンプレミス方式による

ストックマネジメントに必要な設備管理システムを元請として導入・管理した実績

（現在導入業務履行中のものは実績に含めない。）がある者。 
（２）参加資格の基準日 

参加資格の基準日は、参加表明書の提出日とする。ただし、参加資格の確認後から契約

候補者の決定日の間に参加資格に関する要件を欠く事態が生じた場合は、失格とする。 
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第３ スケジュール 
本プロポーザルの実施日程は次のとおりとする。ただし、告示時点の予定であり、状況によ

り変更する場合がある。 
日 程 内 容 

令和８年７月２３日 プロポーザル告示 
令和８年７月２８日 質問書類提出期限 
令和８年７月３１日 質問回答 
令和８年８月 ７日 参加申込書類（一次審査）の提出期限 
令和８年８月１４日 一次審査結果通知の発送 
令和８年８月２５日 技術提案書質問提出期限 
令和８年８月２８日 技術提案書質問回答 
令和８年９月 ４日 技術提案書類（最終審査）の提出期限 
令和８年９月１５日（予定） プレゼンテーション実施・最終審査 
令和８年９月２５日（予定） 最終審査結果通知の発送 
令和８年１０月上旬 契約書の締結 
令和９年３月１９日 業務の完了 

 
第４ 担当部署 

本プロポーザルに関する問い合わせ先及び技術提案書等の提出先（以下「事務局」という。）

は、次のとおりとする。 
むつ市上下水道局 下水道課 
〒０３５－００８１ 
青森県むつ市並川町２６番１号 
電話：０１７５－２８－３２３３ 
E-mail：mt-gesui@city.mutsu.lg.jp 

 
第５ 質問及び回答 

本プロポーザルに関する質問は、本実施要領に基づいて提出する書類の作成に関するものと

し、審査（評価）に係る質問は一切受け付けないものとする。なお、参加申込に係る質問者に

ついては、第２ 参加者の資格要件（１）」のアからカまでの要件を満たしている者に限る。 
（１）提出期間提出期間 

参加申込に関する質問 
令和８年７月２４日（金）午前８時３０分から 
令和８年７月２８日（火）午後５時まで 
 
技術提案書作成に関する質問 
令和８年８月１７日（月）午前８時３０分から 
令和８年８月２５日（火）午後５時まで 

（２）提出書類 
質問書（様式第１号） 
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（３）提出方法提出方法 
電子メール 

（４）提出先 
事務局 

（５）回答方法 
参加申込に関する質問回答日 
令和８年７月３１日（金） 
質問を取りまとめ、質問者の名称等を伏せたうえ、質問者に電子メールにて回答日の

午後４時までに回答する。 
提案書作成に関する質問回答日 
令和８年８月２８日（金） 
質問を取りまとめ、質問者の名称等を伏せたうえ、全ての提案者に電子メールにて回

答日の午後４時までに回答する。 
（６）その他 

質問に対する回答内容は、本実施要領の追加又は修正として取り扱うものとする。 
 
第６ 参加申込及び参加資格確認申請（一次審査）手続き 

本実施要領及び仕様書に基づき、本プロポーザルに参加を希望する者は、以下の事項に従っ

て参加申込書類を提出すること。 
（１）提出期間 

令和８年７月２４日（金）から 
令和８年８月 ７日（金）まで 
但し、土曜、日曜及び祝日を除く、午前８時３０分から午後５時まで。 

（２）提出方法 
持参または書留郵便（期日までに配達されるものに限る。）とする。 

（３）提出場所 
事務局 

（４）提出書類 
ア 本プロポーザルに参加表明書（様式第２号）を提出するものとし、提出期限以降にお

ける申請書等の差替え及び再提出は認めない。 
イ 参加を希望する者は、第２に規定する参加資格を有する証明として、以下に示す書類

を本プロポーザル参加表明書に添付し、提出しなければならない。 
① 会社概要書（最新のもの、パンフレット等の使用可）（様式第３号） 
②下水道事業体に対しクラウド方式又はオンプレミス方式によるストックマネジメ

ントに必要な設備管理システムを元請として導入・管理した実績を証する書類（様

式第４号） 
③ 誓約書（様式第５号） 
④ 機能確認書（様式第６号） 

なお、機能確認書に記入した内容は、全て本業務における履行義務事項であること

に留意すること。 
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（５）提出部数 
正本 １部、副本 ７部 （電子データ（ＣＤ－ＲＯＭ） １枚） 
 

第７ 審査委員会 
本プロポーザルの審査は、むつ市上下水道局職員で構成する「むつ市下水処理場施設台帳管

理システム導入業務委託に伴う業者選考審査委員会」（以下「審査委員会」という。）を開催し、

審査を行う。なお、審査委員会は非公開で開催する。 
 

第８ 参加資格審査（一次審査）及び結果通知 
参加を希望する者から提出された参加表明書等の審査委員会における審査は、次のとおりと

する。 
（１）参加を希望する者から提出された参加表明書（様式第２号）及び添付書類について、【審

査項目】に基づいて審査を実施し、「むつ市下水処理場施設台帳管理システム導入業務委

託」技術提案書（以下「技術提案書」という。）等の提出を要請する者（以下「提案者」

という。）を４者程度に選抜する。 
（２）参加資格要件を満たさない者は、プロポーザルの参加を認めない。 
（３）審査結果は、参加資格確認結果通知書（様式第７-１号又は様式第７-２号又は様式第７-

３号）により通知する。 
【審査項目】 
審査項目 

企業の実績及び経験能力の評価 

下水道事業体に対しクラウド方式又はオンプ

レミス方式によるストックマネジメントに必

要な設備管理システムを元請として導入した

実績・管理を証する書類 
機能評価 機能確認書 

 
第９ プロポーザルの途中辞退 

参加資格を有する者が、本プロポーザルを辞退する場合は、技術提案書等提出期日の午後５

時までに事務局へ辞退届（様式第８号）を提出することとし、期日以降の辞退は原則認めない。 
なお、本プロポーザルを辞退した者は、これを理由として以後に不利益な扱いを受けるもの

ではない。 
 

第１０ 技術提案書（最終審査）等の提出 
一次審査により、選抜された提案者は、技術提案書を提出するものとする。 

 技術提案書は、別冊「仕様書」に記載する事項を満足することを必須とし、下記（4）のイに

示した内容に留意して作成すること。 
（１）提出期限 

令和８年８月３１日（月）から 
令和８年９月 ４日（金）まで 
但し、午前８時３０分から午後５時まで。 
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（２）提出方法 
持参または書留郵便（期日までに配達されるものに限る。）とする。 

（３）提出場所 
事務局 

（４）提出書類 
ア 技術提案審査申請書（様式第９号） 
イ 技術提案書 

① 以下、３つのテーマについて提案すること。 
・テーマ１：システムの機能と特徴について 
・テーマ２：セキュリティ対策について 
・テーマ３：サポート内容と保守体制について 
② 作成要領 
・使用ソフトは Microsoft Word とし、Ａ４縦長横書きとすること。 
・ページ数は、下記の通りとし、図表を含めたページ数とする。 

テーマ１：A4 判２０ページ以内 
テーマ２：A4 判２ページ以内 
テーマ３：A4 判２ページ以内 

・技術提案書の正本の表紙には、むつ市下水処理場施設台帳管理システム導入業務委

託技術提案書（様式第１０-１号）、副本の表紙にはむつ市下水処理場施設台帳管理

システム導入業務委託技術提案書（様式第１０-２号）を使用し作成すること。 
・技術提案書の本文には、提案者を識別できる情報（商号又は名称、ロゴ等）を記載

しないこと。 
・技術提案書の記述にあたっては、説明を要せずとも読んで理解できる内容とするこ

と。 
・提案記載項目毎に対象とする提案を行うこと。 
・記載は当該項目内で完結すること。当該項目以外に掲載されている記述は、採点の

対象とならないことに留意すること。 
・技術提案書の記載内容は全て本業務における履行義務事項であることに留意する

こと。ただし、参考として記載が必要である場合には、【参考】と明示すること。 
・説明は文章をもって行い、図等はその補助として用いること。図のみの説明は認め

ない。 
・むつ市上下水道局（以下「局」という。）が事前に公開した仕様書等各種業務関連 
 図書の内容を前提として提案すること。 
・提案記載項目は、必須として記入すべきものであり、これらの項目において、記入

がないなどの場合は、評価できないため失格となる場合があり、記入には十分留意

すること。 
ウ 提案見積書 

・提案見積書（様式第１１号）※システム構築費 
・構築費内訳書（様式第１２号） 
・クラウド方式による設備機器管理サービスに係る費用（様式第１３号） 
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（５）提出部数 及び提出書類 
正本 １部 （上記（４）のア、イ、ウ） 、 副本 ７部 （上記（４）のイ） 
電子データ（ＣＤ－ＲＯＭ） １枚 

第１１ プレゼンテーションの実施（最終審査） 
プレゼンテーションの実施は次のとおりとし、プレゼンテーション及び技術提案書に係る最

終審査は、審査委員会において行う。 
（１）実施日実施日 

令和８年９月１５日（火）（予定） 
（２）場所 

むつ市上下水道局上水道管理センター１階 大会議室（予定） 
（３）出席者 

当日のヒアリングに出席する者は４名以内とし、本業務に直接携わる者であること。 
他の出席者は認めない。 

（４）実施時間 合計４０分程度 
ア 機器等の準備 ５分 
イ プレゼンテーション ２０分以内 
ウ 質疑応答 １０分 
エ 機器等の撤去 ５分 

（５）持込機器 
プレゼンテーションの実施について、スクリーンとプロジェクタ以外の必要な機器は全

て提案者が準備すること。 
（６）提案順番 

プレゼンテーションの順番は、技術提案書の受付順とする。 
（７）その他 

その他注意すべき事項は次のとおりとする。 
ア 最終審査で提出した技術提案書の内容について説明する。なお、技術提案書を要約し

た資料で説明することは認めるが、同内容と相違しないよう留意すること。 
イ デモンストレーションは仕様書に記載しているシステム機能について、パソコンやタ

ブレット等の操作性、画面表示（画面レイアウト等）を実演するものとする。 
ウ 提案内容を適切に把握、また円滑な契約を行うことを目的に、プレゼンテーションは

音声を記録する。 
エ 説明に使用する資料に商号又は名称、ロゴ等を記載しないよう留意すること。 
 

第１２ 技術提案書等の審査（最終審査） 
提案者から提出された技術提案書等の審査委員会における審査は、【別紙１】「むつ市下水処

理場施設台帳管理システム導入業務委託事業者選考基準」に基づいて審査する。 
 

第１３ 優先交渉権者の選考等 
審査委員会の審査の結果、総合評価点が最高点の提案者を優先交渉権者として選考し、優先

交渉権者選考結果通知書（様式第１４号）により通知する。 
２ 総合評価点が次に高い提案者を次点交渉権者として選考し、次点交渉権者選考結果通知書（第
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様式１５号）により通知する。また、その他優先交渉権が与えられなかった提案者に対しては、

非選考結果通知書（様式第１６号）により通知する。 
３ 優先交渉権者に選考されなかった提案者は、結果通知書の発生日から１４日以内に限り、書

面（様式なし）にて選考結果について説明を求めることができる。提出方法は、持参または書

留郵便（期日までに配達されるものに限る。）とする。なお、選考結果の説明は、当該提案者の

総合評価点の合計及び順位に限り書面にて回答するものとし、審査内容及び他の提案者に関す

る説明等は行わない。 
 
第１４ 契約の締結等 

審査委員会にて選考した優先交渉権者は、「むつ市下水処理場施設台帳管理システム導入業

務委託」の契約交渉を行う。局と仕様書内容並びに価格等協議のうえ、局の決定を受けること

により受託事業者となる。受託事業者は、局と契約を締結し受託業務を実施する。 
契約交渉の結果、合意に至らなかったときは、次点交渉権者と契約交渉を行う。 
ただし、以下の場合、局は次点交渉権者と協議を行うことがある。 

（１）優先交渉権者が審査後に本実施要領に定める参加資格要件を満たすことができなくなっ

た場合 
（２）優先交渉権者と契約交渉が成立しない場合 
（３）その他の理由により優先交渉権者と契約の締結が不可能となった場合 
 

第１５ 失格条項等 
本プロポーザル参加者が次の各項のいずれかに該当する場合は、失格となる。 

（１）本プロポーザルの提出方法、提出先及び提出期限が守られない。 
（２）本プロポーザルに係る実施要領等に示された条件に適合しない。 
（３）本プロポーザルに記載すべき事項の全部または一部が記載されていない。 
（４）虚偽の内容が記載されている。 
（５）契約上限額を超える見積額を記載した。 
（６）記名または押印のない提案見積書を提出した。 
（７）その他審査の公平さに影響を与える行為があったと認められる。 

 
第１６ その他留意事項 

本プロポーザルに関し、その他留意すべき事項は次のとおりとする。 
（１）本プロポーザルに関して必要な費用は、すべて参加者の負担とする。 
（２）本プロポーザルで用いる言語は日本語、通貨は日本円、単位は計量法（平成４年法律第

５１号）によるものとする。 
（３）原則として技術提案に関する提出書類の変更、差替え又は再提出は認めない。ただし、

局が認めた場合はこの限りではない。 
（４）本プロポーザルに係る検討及び提出書類作成の目的で局から受領した資料等は、局の承

諾なく公表又は使用してはならない。 
（５）原則として技術提案書等は、本プロポーザルに係る事業者選考以外の目的には使用しな

い。ただし、事業者選考結果の公表等において局がこの業務に関し必要と認める用途に

ついては、技術提案書の全部又は一部を無償で使用できるものとする。それ以外の目的
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で使用する場合は提案者の同意を得て使用する。 
（６）提出された書類は、返却しない。 
（７）本プロポーザルは、参加資格者が１者となった場合でも、技術提案書の選考が成立する

ものとする。 
（８）本プロポーザルに係る公告、本実施要領、提出様式等関連資料についてはむつ市ホーム

ページに掲載する。 
（９）本実施要領に定めのない事項については、協議の上決定する。 
（１０）審査結果等についての不服及び異議申立ては受け付けない。 


